（別紙様式）

令和２年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施計画書
	所 属 名
	佐世保市立吉井中学校
	作成者
	職・氏名
	教頭　平田　宏光

	年  間  実  施  計  画

	【目　　標】

○４月・７月・１２月の３回を服務規律強化月間として設定し、法令を遵守すること、体罰、飲酒運転、ハラスメント、わいせつ行為等の不祥事根絶及び個人情報漏洩防止についての情報セキュリティー対策の徹底、公金等の不正処理防止を目指す。
○強化月間の取組を通して、服務規律遵守意識の高揚を図り、不祥事を起こさない、起こさせない、許さない職場づくりに取り組む。

【具体的計画】

	実 施 月
	実施テーマ
	実 施 内 容（主なもの）

	４月
７月
１２月

	・法令の遵守
・体罰の禁止

・飲酒運転・交通事故等の根絶

・ハラスメント・わいせつ行為の防止
・体罰の禁止

・飲酒運転等の根絶
・ハラスメント・わいせつ行為の防止

・飲酒運転等の根絶

・公金等の不正処理及び校内での金銭残置の防止
・情報セキュリティー対策の徹底
	(1)職員研修で、「教職員の服務規律の確保等について」（通知）を全職員で確認し、法令遵守について確認する。

(2)日頃から生徒理解に心がけ、体罰に頼らない有効な指導を共通理解し、絶対に体罰を行わない姿勢を身につける。

(3)職員研修により、飲酒運転や交通事故が招く悲惨な現状を知ることで、交通法規遵守の固い意思を育む。

(4)セクハラ・パワハラ・わいせつ行為は、チェックシート
表を用いて、教職員の指導や言動を確認し防止につなげ
る。
(1)長期休業中の部活動指導について顧問・外部指導者の説明会を開き、体罰根絶についての確認を行う。
(2)長期休業中に飲酒の機会が増えることが考えられるため、再度、飲酒運転等の撲滅について職員研修を行う。

(3)セクハラ・パワハラ・わいせつ行為は、チェックシート表を用いて、防止につなげる。
(1)年末年始は飲酒の機会が多くなることが考えられるため、飲酒運転撲滅について研修会を行う。
(2)年度末を控え、通帳や会計簿等の適正な処理について確
認し、現金を残置しないことを確認する。
(3)職員研修を通して、不適切な情報管理が招いた事例を取
り上げ、文書等の適切な管理や不要となった情報は削除
することを共通理解し、実践する。また、校外への個人
情報等の持ち出しは絶対しないことを確認する。

	校内服務規律委員会活動計画

	委員会名
	吉井中学校服務規律委員会

	構 成 員

（８名）
	校内の委員（職名等）校長、教頭、教務主任、ハラスメント対応相談員
外部の委員（役職等）学校評議員


